
  
 
 

図において水色の線で囲まれた区域が豊平川の流域（降った雨が豊平川に集まって

くる地域）です。豊平川左岸の市街地は新川や茨戸川の流域ですが、南から北へ勾配

がついた扇状地地形であるため、もし豊平川が洪水によりはん濫すると、左岸側では

流域を越えて市街地を南から北にはん濫水が広がることになります。 
図において緑色に塗られている部分は森林であり、流域面積の 8割を占めています。
豊平川の上流域を包み込む広大で豊かな森林は札幌市民の安全で豊かな暮らしの源

となっていると言えます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（洪水危機管理シンポジウム：石狩川開発建設部資料より）

● 札幌市民を守る上流域の森林地帯 


